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コウノ

　剛
タケシ

至 教育委員会事務局　学校教育部　児童生徒担当部長

1



 

１．ポートアイランドスポーツセンター再整備基本計画 策定方針 

 

（１）再整備の背景                             

  神戸ポートアイランド博覧会（昭和 56 年）を機に整備されたポートアイラ

ンドスポーツセンターは、水泳では、ユニバーシアード競技大会やパンパシフ

ィック水泳選手権大会などの国際大会をはじめ、数多くの大会が開催され、ス

ケートでは、オリンピック選手をはじめ、多くのトップ選手を輩出してきた。

整備から 40年が経過した現在も、水泳やスケートの幅広い競技者や、多くの

市民の皆様にご利用いただいている。 

  一方で、施設の老朽化・陳腐化が進んでおり、今後、設備更新や大規模改修

などで多額の経費が必要である。特に、天井部分が吊天井の構造であり、早急

な対応が必要となっている。また、水泳では、日本水泳連盟の公認基準を満た

していないため、立地に恵まれているにも関わらず、全国級大会を開催できな

い状況である。 

これら諸課題を解決し、市民の健康増進や体力づくり、競技力の向上、さら

には大規模大会開催による神戸の魅力発信、ポートアイランドの活性化に向け、

ポートアイランドスポーツセンターの再整備を行う。 

 

（２）本市の関連計画との整合                         

  基本計画の策定にあたっては、令和 7 年度までの神戸の都市像、まちづく

りの方向性を示した「新・神戸市基本構想」（平成 5 年策定）、「神戸づくりの

指針」（平成 23 年策定）、これらを実現するための実施計画であり、地方版総

合戦略としての位置づけを有する「神戸 2025 ビジョン」（令和 3～7年度）、 

スポーツ基本法に基づく地方スポーツ推進計画である「神戸市スポーツ推進計

画」（令和元～10 年度）との整合を図る。 

 

 ※関連計画の概要等 

神戸 2025 ビジョン 

【ビジョンのテーマ：海と山が育むグローバル貢献都市】 

〇基本目標３ 多様な文化・芸術・魅力づくり ③スポーツの振興 

・大規模スポーツイベントの開催を通じた市民のスポーツへの関心の喚起、 

神戸のまちの魅力の発信 

・コロナ禍においてもスポーツ活動を継続できるよう、スポーツ施設にお

ける感染症対策の徹底 

（KPI） 

・国際級・全国級スポーツイベントの開催件数 140 件(令和 3～7 年度)） 
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神戸市スポーツ推進計画 

【ミッション】 

すべての市民、学校・大学、スポーツ団体、民間事業者、行政等が連携・

協働し、市民が主体的、活動的、健康的な生き方であるアクティブライフを

推進する都市「アクティブシティこうべ」を創る。 

【重点施策】 

①「するスポーツ」の推進 

 ・ストック適正化の観点を踏まえたスポーツ施設の整備 

 ・幼児、子供がスポーツに取り組みやすい環境づくり 

 ・多世代にわたるスポーツ実施者の増加 

 ・女性のスポーツ実施率向上、健康寿命の延伸 

 ・インクルーシブなプログラムの推進 

②「みる・ささえるスポーツ」の推進 

 ・スポーツを「みる環境」の充実、多方面との連携・協働（スポーツ plus） 

 ・質の高い指導者とボランティアの養成と活用 

③日常的活動の推進 

 ・アクティブな就業環境づくりによる日常的活動の推進 

 ・バリアフリー環境の整備 

④「神戸らしいスポーツ」の推進～国際スポーツ都市神戸～ 

・若者が楽しめるスポーツ環境の整備、若者に選ばれるまちづくり 

 ・スポーツツーリズムの推進 

 ・スポーツ産業や大学等との連携・協働 

（数値目標） 

・週 1回以上のスポーツ実施者 65％以上、週 3回以上 25％以上 

 ・スポーツ未実施者 15％以下、スポーツクラブ加入者 25％以上 

 

（３）再整備のスケジュール（整備内容等により変更の可能性がある）           

  令和３年度  ：基本計画の策定 

  令和４～５年度：基本設計・実施設計 

  令和６～７年度：工事 

  令和８年度中 ：供用開始 

 

（４）再整備の方向性                              

プ ー ル 
主要大会を開催できる県下唯一の拠点として、全国級の大会誘

致も目指し、公認基準を満たす施設(国内一般プール AA)を目指す。 

スケート 
国際規格（60ｍ×30ｍ）を満たすとともに、子供から大人まで 

幅広く、安全にスケートに親しめる施設とする。 
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（５）有識者会議の開催                              

  学識経験者や関係競技団体等で構成する有識者会議を開催し、意見や助言

等を踏まえた上で計画案の検討を行う。 

（スケジュール） 

第１回：令和３年６月１６日（水）１３時３０分～１５時３０分 

・既存施設の概要 

・計画地の概要 

・今後の検討課題 

第２回：令和３年８月１２日（木）１０時～１２時 

・基本計画（素案） 

・整備スケジュール等（素案） 

第３回：令和３年９月２９日（水）１０時～１２時 

・基本計画（案） 

・整備スケジュール等 

市民意見募集の実施（予定） 

第４回：令和４年１月 

・基本計画 

・市民意見募集結果 

 

4



２．ポートアイランドスポーツセンターの概要 

 

■竣工：1981（S56）年1月 

■敷地面積：10,697㎡ 

■建築面積：約7,654㎡ 

■延床面積：約11,770㎡ 

■規模：地上3階、地下1階 

■構造：SRC造一部S造 

■管理：指定管理（利用料金制） 

■主な施設機能：下記表による 

施設 現行 

メインプール（夏季） 
５０.０２ｍ×２２ｍ・８レーン 

（水深１．８ｍ～２ｍ、可動床なし） 

メインリンク（冬季） ６０ｍ×３０ｍ 

サブプール（夏季） 飛込プール２０ｍ×２２ｍ（水深５ｍ、可動床なし） 

サブリンク（冬季） １８ｍ×２８ｍ 

観客席 固定席２，５００席、仮設席５００席 

２５ｍプール（通年） 
２５ｍ×１０ｍ・５レーン 

（水深１～１.１ｍ、可動床なし） 

諸室 

１Ｆ 

更衣室・シャワー室（男２、女２)、便所（男５、女５） 

事務室、貸靴室、会議室、倉庫、選手招集室、医務室、 

指令室、放送室、役員控室、暖房室、レストラン 

審判控室（男１、女１） 

２Ｆ 

便所（男子２、女子２）、貴賓室、空調機械室 

供用時期 

水  泳 メイン・サブプール：５月上旬～９月中旬、25ｍプール：通年 

スケート 10 月下旬～３月末 

供用時間 

水  泳 一般：（50ｍ・25ｍ）平日 12 時～20 時 30 分、休日 10時～20 時 30 分 

     専用：（50ｍ・飛込・25ｍ）大会 終日、練習 7時 30 分～20 時 15 分 

スケート 一般：10 時～19 時  

専用：大会 終日、練習 7 時～9 時 30 分、19 時 15 分～0 時 15 分 
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■施設の利用状況における課題 

メインプール 

（５０ｍプール） 

・大会利用と専用利用（コース貸切等）が利用者全体の９割

以上を占めており、一般利用は少ない。 

・一般利用者向けに、事前申し込み不要のスタート講習会

を開催しているが、平日日中の稼働率は低い。 

・教室についても、一定の泳力がある方が参加する一部の

種目（競泳飛込レッスン等）での利用に限られる。 

・大会利用は、近畿～兵庫県レベルの大会に留まる。 

サブプール 

（飛込プール） 

・メインプールで行われる大会のサブプールとしての利用

が大半である。 

・大会利用以外では、水深が深いため、専用利用のみ受け付

けており、年間 1,200 人（R1 実績）の利用に留まる。 

・専用利用としては、水球・アーティスティックスイミング

の他、神戸市水上消防署や日本赤十字社の訓練で利用さ

れている。 

・飛込台は練習、大会を含めて利用がない。 

２５ｍプール 

（通年プール） 

・５レーンしかないため、教室開催時に一般利用者が泳げ

るレーンが少ない。 

・教室利用も一般利用に配慮しながらの開催となるため、 

 クラスごとに時間帯を分けて開催しなければならない。 

（午前中は一般・未就学児向け、夕方は小中学生向け） 

スケートリンク 

（メイン・サブ） 

・一般利用者は、減少傾向にある。 

（H28：59,611 人、H29：59,487 人、H30：43,636 人 

 R1：27,997 人（R2.3.3～臨時休館）） 

・スケートリンクの開設が、10 月の大会（近畿フィギュア

選手権等）の開催に間に合わない。 
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■施設のハード面における課題 

 

１．施設全体 

・開口部が多く明るいデザインであるが、一方で空調負荷が大きくなる。 

 ・トイレやシャワーブース内に段差があり、建築基準法関係規定の「高齢者、

障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」、「兵庫県福祉のまちづく

り条例」に適合しない。 

 ・ユニバーサルデザインの観点では、25ｍプールにスロープがない、車いす利

用者観客席への動線が長い、多目的便所が少ない、多目的更衣室がないなど

の課題がある。 

 

２．各施設の仕様 

(１)プール 

・プールが可動床ではないためフレキシブルな運用ができない。(①、②、③) 

・スケートリンクに転換する際は足場設置（メイン 2ｍ、サブ 5ｍ）が必要と

なり、転換期間が長く費用もかかり、その間は利用料金収入が得られない。 

 また、資材保管のためのスペースも必要になる。 

・50ｍプールは 8 レーンしかなく、日本水泳連盟の AA 公認の基準を満たして

いない。(①) 

・25ｍプールは 5 レーンしかなく、一般利用・教室利用どちらの利用も限ら

れ、水深も浅いため大会では使用できない（②）。 

 

(２)大会関係諸室 

・大会関係の諸室が不足している(④) 

・水泳大会時の選手招集室は役員用に使用されており、ホールで代用している 

(⑤) 

  

(３)器具庫・倉庫 (⑥) 

・器具庫、倉庫の容量が不足している。 

 

３．その他 

・老朽化に伴う施設の安全性、機能性の低下がみられ、管理運営に多額のコス

トが必要となっている。 
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（１階平面図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２階平面図）             （地階平面図） 
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交通アクセス 

 

［公共交通機関でのアクセス］ 

◇各線「三ノ宮駅」→ポートライナー「三宮」から約 10 分乗車→「市民広場」

下車徒歩３分 

 

［新幹線 新神戸駅でのアクセス］ 

◇「新神戸駅」→神戸市営地下鉄西神・山手線「新神戸駅」から２分乗車 

→市営地下鉄「三宮」→ポートライナー「三宮」から約 10分乗車 

→「市民広場」下車徒歩３分 

 

［車でのアクセス］ 

◇阪神高速３号神戸線 

京橋ランプよりポートアイランド方面に車で５分 

 

◇阪神高速５号湾岸線 

住吉浜からハーバーハイウェイを通り終点まで 

その後ポートアイランド方面に５分 

 

［空港でのアクセス］ 

◇ポートライナー「神戸空港」から約８分乗車→「市民広場」下車徒歩 3分 

 

 

10



 

４．新施設の基本方針・導入機能（案） 

 

（１）基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）導入機能 

上記基本方針を踏まえ、新施設には以下の機能を導入することが考えられる。ただし、

いずれの機能も導入すれば整備費・維持管理費が増高するため、コストに見合った効果が

期待できるか検証が必要である。 

内容 導入による効果 検討事項 

可動床の導入 

①大会利用（水深 2～3ｍ）と 

 一般利用（水深 0.9～1.3ｍ） 

 の併用が可能 

②プール⇔スケートの転換に 

要する期間短縮、費用削減 

（約 2.5 ヶ月→約 1.5 ヶ月） 

③省スペース化（足場資材等が不要） 

④床面を分割することによる 

 多様な利用ができる 

（一般・教室利用と専用利用 

の併用） 

①可動床の仕様 

（水深の調整範囲、分割方法、 

短水路公認の有無など） 

 

②可動床のメリットを活かした

運用方法 

(参考：可動床イメージ) 

 

 

 

 

 

  

競技力の向上 市民の健康増進 

ポートアイランドの活性化 

公認基準への適応 

大規模大会、冬季の 
短⽔路大会の開催 

利⽤期間の拡大 
多世代に向けた 
プログラムの展開 

・近隣ホテル等の利⽤促進、周辺施設への誘客促進 
・他のポートアイランド活性化施策との連携 

⻘少年科学館のリニューアル、新グラウンドの整備、島内の緑化 
みなと空港線沿い事業地の利活⽤、南公園のリノベーション等 

・近隣企業等の従業員による利⽤促進（健康経営の推進） 
・⾼齢者の健康増進、⼦育て世帯や学⽣など若い世代の利⽤促進 
・スポーツを通じたコミュニティの形成 

⼀般利⽤枠の拡大 
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内容 導入による効果 検討事項 

プールレーン数 

の拡充 

①公認基準を満たすことに 

より開催できる大会の幅が 

広がる 

 

②レーンごとにレベルや種目  

 分けをするなど、多様な 

 利用が可能となる 

①どのような大会を想定した 

 レーン数とするか 

（メイン・サブ・通年でどの 

 ようなレーン数とするか） 

 

②増やしたレーンを活かした運

用方法 

大会諸室の設置 ①開催できる大会の幅が広がる 

①どのような大会を想定した 

 機能を導入するか 

 

②大会時以外の活用方策 

観客席の設置 ①開催できる大会の幅が広がる 

①どのような大会を想定した 

 機能を導入するか 

 

②固定席・仮設席の配分 

飛込台 
①現状設置しているが、利用実

績が無い 

①廃止を含めて検討する必要が

ある 
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（３）ゾーニングイメージ 

Ａ案 

■現施設と同等の配置とする案 

 

 

 

 

 

 

 

 

■論点 

メリット デメリット 

・飛込競技の利用、大会開催が可能 

 

・サブリンクの整備が可能 

 

・大会時でも通年プールの一般利用が可能 

・飛込台の設置、天井高の確保が必要とな

るため、整備費・維持管理費が増高する 

・水深５ｍのためサブリンクへの転換費用

が増高し、転換に要する期間も長くなる 

・建築面積の上限により、共用部や大会諸

室の大きさを抑える必要が生じる 

 

Ｂ案 

■飛込プールを 25ｍのサブプールに変更する案 

 

 

 

 

 

 

 

 

■論点 

メリット デメリット 

・飛込台がないため整備費・維持管理費を

抑えられる 

・サブリンクの整備が可能。サブプールの

水深が浅くなるため、転換に要する費用

や時間が現在より少なくなる 

・大会時でも通年プールの一般利用が可能 

・飛込競技の利用や大会開催が可能な施設

が県下で無くなる 

 

・建築面積の上限により、共用部や大会諸

室の大きさを抑える必要が生じる 

メインプール（夏季） 
50ｍ 

サブプール（夏季） 
25ｍ兼飛込 

通年プール 
25ｍ 

メインリンク（冬季） 
サブリンク（冬季） 

メインプール（夏季） 
50ｍ 

サブプール（夏季） 
25ｍ 

通年プール 
25ｍ 

メインリンク（冬季） 
サブリンク（冬季） 
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Ｃ案 

■サブプール(サブリンク)を廃止し、通年プールを現状の規模(25ｍ×5 レーン)より拡大する案 

 

 

 

 

 

 

 

 

■論点 

メリット デメリット 

・プール数が少なく整備費・維持管理費を

削減できる 

・水泳は、より多くの一般利用や教室開催

を期待できる 

・建築面積に余裕がでるため共用部や大会

諸室の機能を拡充しやすくなる 

・サブリンクを整備できない 

・飛込競技の利用や大会開催が可能な施設

が県下で無くなる 

・メインプールでの大会開催時に、通年プ

ールの全部又は一部をサブプールとし

て使用することになるため、一般開放に

大きな影響が生じる 

 

メインプール（夏季） 
50ｍ 

通年プール 
25ｍ 

メインリンク（冬季） 

夏季大会時は 

サブプール&一般利用 
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